
開催地名 徳島県藍住町 

開催日時 令和５年 11月 24日（金） 13：50 ～ 14：45 

開催場所 徳島県藍住町立東小学校 

語り部 大須 武則 （宮城県石巻市） 

参加者 藍住東小学校児童、教職員 250名 

開催経緯 当町では、南海トラフ巨大地震による地震動や一部地域での津波被害が想定されてお

り、ハザードマップ、津波避難計画等を作成し、訓練等を通じて住民の防災意識の向上

を図っている。 

しかしながら、当町では大規模な災害の被災経験がないため、住民の防災意識が低調と

なっている。特に、若い世代においては、東日本大震災等の大規模災害をリアルタイム

で見聞していないため、さらに防災意識が低い状況となっており、その向上が課題とな

っている。 

内容  

（１）石巻の被害状況（石巻市の人口 135,000人） 

石巻市の中心部に北上川と旧北上川が流れている。藍住町にも吉野川、旧吉野川が 

流れており、川は大きな被害を生む原因ともなり得る。どのように対策するか考えよう。 

 

（２）学んでほしいこと 

津波から助かるためには、どのように対処すればいいのか。それだけだ。 

藍住東小学校まで津波が押し寄せると思うか？ 町のハザードマップでは来そうな感

じだ。「津波が来るかもしれない」という危機感を持つことが大切だ。大川小学校は海か

ら約４ｋｍ離れているが、大きな被害に見舞われた。 

 

（３）東日本大震災について 

地震発生後は電気が止まり、水道、トイレ、学校の校内放送も使えなくなった。その

後、50分程で津波が押し寄せ、市の中心部を含む広いエリアが津波によって破壊された。

門脇小学校は、火事になった住宅が津波で押し寄せられ、火事になった。 

津波は海岸近くでは 100ｍ10 秒の速度でやってくる。皆さんが放課後や休みの日に津

波警報が出たらどうするか？ 津波のこと、避難のことをよく勉強して、日頃から家族

と、どこに避難するのか、どのルートが安全か、家族との連絡手段、必要な防災グッズ

などを話し合って決めておくことが重要だ。訓練も大切。練習していないことは、本番

でうまくはできない。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催地より  東日本大震災を実体験として知らない小学生にとって、実際に被災した方から直接話を

聞くことで、災害を自分事として捉えることができ、自助・共助や事前の災害対応の大

切さを学ぶことができた。 

今回の経験を踏まえ、今後も継続して防災意識の向上に取り組んでいきたい。 


